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                              維持管理室 永田 和之 

１．はじめに 

 『木』について多くの思いが湧いてくる。木が生える森は今、荒廃が進み、その恵みより厄介者

扱いになっていないか。山林に棲むイノシシ、クマ、シカ、サルなどが畑地を荒らし、山野草採取

に行けばクマに襲われる。出没騒動が頻繁に発生する。国は国防費を減らし、林業に補助金を回し、

木材は国内産材を優先、作業のロボット化など産業振興を提案する。杉林を整備すれば花粉症対策

にも貢献し、里山を利活用すれば、イノシシ被害も減る。地方振興、過疎化の解消ができるとの思

いが拡がる。 
 『土木』という言葉は時代をさかのぼり、築土構木という中国の古語に由来し、江戸時代末期か

ら使われた。当時は『土』と『木』を主な材料として使われ国造りに反映していた。現在、土木材

料の『木』は、低強度、腐食、燃焼性、耐久性に欠けるとして懸念される。木材利用の観点から

『木』を見直し、利活用の拡大について提言する。 
 
２．河川事業 

 近年の温暖化の影響とされ、豪雨災害が多発している。豪雨に対し、河川堤防は、侵食、破堤、

橋梁の倒壊の報道が見受けられる。災害復旧で構築された新しいブロック積護岸が倒壊する事も稀

では無い。都市に集中する人口を豪雨から守るために、巨大予算を投資し、街を再構築するスーパ

ー堤防、排水の貯留に巨大地下空洞を計画している。地方都市の背後には、水田があり、貯水機能

があった。地方の保水機能も衰退し、公共事業の効果的な分配バランスが悪いと考える。 
 河川事業の基本は築堤（土）であるが、侵食防止には、張コンクリートで保護される。河床侵食

は大型護床ブロック、護岸工には、鋼矢板やコンクリート積みブロックが使われる。 
 50 年前の大学の教科書には、以下の紹介があり、多自然河川工法の文献にも推奨される。 

 
 材料は、砂、石、木、粗朶など自然材料で、環境負荷はなく破損しても再利用できる。構造は可

とう性があり、軟弱地盤の圧密沈下にも追随性がある。片枠工は侵食を受けても礫の補充で復旧が

出来る。粗度係数が大きいと流下能力のマイナス要素はあるが、流速が遅く、流達時間を遅く洪水

が短時間に集中することを抑制する効果がある事を評価したい。動植物について述べればビオトー

プを確保できる。環境保護に貢献できることを重視したい。木材の確保が必要であり、林業の拡充 
に繋がる。



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



写真 2 巨木の倒壊 

３．砂防事業 

 近年の豪雨災害には、山腹崩壊による土石流がある。ゲリラ豪雨、線状降水帯が発生する。巨大

な流木を伴う土石流に襲われる。土石流の素因は、杉等の成木は間伐されず、不安定な巨木になり

斜面に自立できない、さらに、地表部は、日が当らず、植物は無く容易に侵食される状態になって

いる。治山事業、森林整備が求められ林業の必要性に繋がる。 
 

 
写真１ 平成 26 年 8 月広島豪雨災害  山腹崩壊(左) 、土石流(流木と巨石)（右） 

 
砂防ダムや流路工の整備が計画される。不透過型

砂防堰堤は土砂が満積すれば機能が失われる。崩積

土を撤去するより、崩壊を予防する山腹工、特に、

林業を推奨する。巨木の流木エネルギーは住宅や橋

梁を破壊する。間伐や、巨木の伐採は単に利用だけ

では無く、住民の安住を確保できる公共事業と言え

る。 
 
４．道路事業 

道路事業は、新規事業や改良事業は少なく、維持

管理の時代となってきた。巨大なインフラを維持す

るために膨大な経費が必要となってきた。経済性、

耐久性を重視し、公共事業の構築物は永久構造物で

ある。と言われていたが、LCC や、耐用年数に着

目される時代となってきた。その把握は十分とは言えない。切土法面は、軟岩 8 分、土砂 1 割が

標準勾配とされるが、軟岩の浸食防止にモルタル吹付工を選定すれば、30 年から 50 年で再構築が

必要となる。1 割の土砂斜面に立木が成長すれば、自立できなくなり、倒木し斜面は崩壊し易くな

る。落石防護網は、落石が徐々に増加すると不安定となる。これが維持管理事業の繰り返しである。                       

筆者は、切土勾配は 1.5 割（小段を含めて約 30 度）が自然斜面の安定勾配で、立『木』の巨木

の安定できる限界と考える。林業は必要であるが、維持管理の必要の無い勾配と考える。(写真 4

はその事例である) 



公共事業では、切土法面は官地となり、国が維持しなければならない事になっている。1.5 割で

山腹に復元する事で、買収行わず、民地とし、維持管理を委譲すれば、負担が少なくなる。森林と

して活用が出来ることを重視する時代が来るのではなかろうか。 
 路肩部に、防草対策に、張コンクリー

トがあり、維持管理に寄与している。間

伐材を、並べて防草対策をするケースが

あるが、『木』の利用に寄与している。

腐食する事を嫌われる事からシートで被

覆されるケースをよく見かける。朽ち木

は自然に帰し、肥料にもなる。『木』の

循環サイクルを重視したい。 

 
５．おわりに 

『土木』を人生の糧として 50 年を経

た筆者としては、土木事業は敬遠される

事が多く、地元では反対、学校では、土

木から環境・社会と名前を変え、業界で

は人材不足、後継者不足が深刻となり、

土木の語句は死語となろうとしている。

『木』を生かす提案により、『木』を復

活し、土木工事が字のごとく主役となる

事を望んでいる。これから我々が関わる

土木は、別の意味の『土木事業』、『土

木工学』が発展する時代を期待する。 
                    写真 3 モルタル吹付面が崩壊し、法枠＋アンカー

工で復旧されるケース(松江市) 

                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   写真 4 尾原ダム周辺の道路改良に緩勾配切土の山腹工が採用される。(雲南市)       

       左は遠景 右は近景 


